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令和8年度 予算 議会からの提案が多数反映された予算!

総額 190億6,800万円
過去2番目の規模で新年度スタート

収入 （歳入）

収入項目 令和8年度 令和7年度

基本給与
（町税） 162万円 155万円

パート収入
（分担金・負担金など） 17万円 19万円

貯金の引き出し
（繰入金） 30万円 35万円 

昨年からの繰越
（繰越金） 11万円 8万円 

親からの仕送り
（地方交付税） 100万円 96万円 

親からの特別な仕送り
（国・県支出金） 126万円 131万円 

銀行からの借り入れ
（町債） 18万円 50万円 

友人からのご祝儀
（寄付金） 13万円 11万円 

合　計
（総額190億6,800万円） 477万円 505万円 

支出 （歳出）

支出項目 令和8年度 令和7年度

食費
（人件費） 70万円 67万円 

医療費
（扶助費） 133万円 128万円 

水道光熱費、日常品の購入
（物件費） 95万円 99万円

子どもの学費・仕送り
（補助費、繰出金） 111万円 106万円 

家の増改築
（普通建設費、災害復旧費） 32万円 73万円 

家電、車の修理
（維持補修費） 1万円 1万円 

会社への出資
（投資、出資、貸付金） 1万円 1万円 

ローン返済
（公債費） 26万円 23万円 

貯金など
（積立金等）

7万円 6万円 

1万円 1万円 

合　計
（総額190億6,800万円） 477万円 505万円 

シメッチャ家の 家計簿家計簿

３月
定例会

※町の一般会計総額を4,000で割ったものになります。

町町
●●

のの
●●

予予
●●

算算
●●

をを家家
●●

計計
●●

に例えてみました！に例えてみました！

全員賛成
可決

3月定例会は6日から19日までの14日間の会期で開かれました。
議案は14議案を可決。人事案件1件（固定資産評価審査委員会 委員1名）
に同意しました。
一般質問は、3月9日、10日の2日間で6人が行いました。

予算常任委員会は3月11日から17日の7日間集中審議し、すべての予算案を可決しました。
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令和8年度当初予算　 主 な 事 業

志免中給食棟空調機取替工事
学校施設維持管理事業　6,168万円

　設置から23年経
過し、修理代替部品
も終了。調理室内を
定温維持し調理業務
に支障をきたさない
よう取替工事を行う
もの【学校施設環境
改善交付金（補助率
1/3）申請予定】

志免東中野球場
防球ネット延長工事

学校施設維持管理事業　1,667万円

　既設のネット範
囲では一部の打球
を防げず、周辺道
路や民家、通行人
への重大な事故防
止のために、既設
の防球ネットの延
長工事を行うもの

中央小大規模改修
基本計画策定業務委託
学校施設整備事業　1,573万円

　公共施設個別施設計画に基づき、中央小学校の
大規模改修工事に向け、施設全体(校舎、体育館、
給食棟、学校施設、プール跡地等)の調査及び改修
計画を策定するもの

教育支援センター設置
学校不登校対応教室支援事業　903万円

　地域の拠点としての機能や役割を持つ公設の教
育センターを学校外に設置（現在坂瀬にある、適
応指導教室「ぐんぐん」に加え、新たに役場裏生涯
学習1号館2階に設置）し、不登校児童生徒への支
援体制をより一層充実（拡充）させるもの

小中学校給食費補助金【無償化対応】
学校給食管理事業（小学校4校分）　2億    198万円　
　　　　　　　　（中学校2校分）　1億1,878万円

　学校給食費の保護者負担を軽減す
るため、給食費全額(食材費相当額)
を補助する。小学校については国の
「給食費負担軽減交付金」を一部活用
し、中学校については町独自の施策
として給食費無償化を実施するもの

  事 業 費 内 訳  　

項目 生徒児童数
（※） 食数 一食単価 合計(予算額)

小学校 2,830人 183食 390円 [A] 201,978千円

中学校 1,411人 183食 460円 [B] 118,778千円
※令和8年5月1日時点の推計値

国からの交付予定額（小学校）

種別 児童生徒
（R8.5.1推計） 基準額 交付月数 交付額

小学校 2,830人 5,200円 11月 [C]
161,876千円

町負担額

種別 町負担額 備考

小学校 40,102千円 予算額[A]－交付額[C]
中学校 118,778千円 予算額[B]（全額町負担）

給食棟の室外機 防球ネット未設置の球場
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体育施設整備
シーメイト多目的広場バスケットボールコート整備工事　561万円

　ライジングゼファー
フクオカより寄贈され
たバスケットゴールを
活用し、3on3のコート
2面を整備するもの

総合公園野球場施設整備工事（3期）　2,219万円

  バックネット裏の整備  　
◦�観客席、バックネット
交換、自立分電盤撤去
◦��1塁側から3塁側への
動線整備を行うもの

バスケットボールコートイメージ

町民体育館・西地区体育館整備
町民体育館改修工事　4億8,830万円

（令和8～9年度の2ヶ年事業：予算合計9億7千万円）

　公共施設個別施設計画に基づき改修工事を行うもの
  長 寿 命 化 改 修  
◦屋根、外壁改修、床改修　等
  機 能 性 向 上 改 修  
◦�空調設備、太陽光発電、固定式観客席　等

西地区社会体育館空調設備設計業務委託　872万円
（うち交付税措置率70％）

　熱中症対策等と災害時における避難場所の用途に
より、空調設備の導入を図るため、設計業務を行う
もの

町民体育館イメージ 内観空調イメージ

かすやドームプール使用料補助始まる
かすやドームプール使用負担金　54万円

　町民の健康増進、スポーツの振興、利便性のさらな
る向上を図るため従来の「アクシオン福岡・総合プール
とトレーニング室」利用と合わせて、令和8年度から粕
屋町の「かすやドーム・プール」の利用を可能とするもの

メインプール ジェットプール

スポーツイベント拡充
スポーツフェスタ等開催事業　752万円

（スポーツ振興くじ助成金活用）

　地域交流と心身の健全な発達と豊かな人間性を
育む機会の創出と普及を行うもの

みんなでジャンプ 三輪車リレー

議会
提案

議会
提案

バックネット裏の整備
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役場庁舎周辺改修へ
基本構想基本計画業務委託料　3,300万円

　役場庁舎ならびにふれあいセンター及び生涯学
習1号館を含めて一体的に検討を行うもの

安全で安心に
暮らせるまちづくり

　町民が、安全で安心に暮らせるまちづくりを推
進するために町内会の負担軽減をはかるもの

防犯灯設置補助金　100万円

◦共架新設・取替：11,500円以内
◦ポール新設・取替：31,500円以内
※工事費70％は町内会負担

◦対象経費の3分の2の額を補助（上限を撤廃）

防犯カメラ設置補助金　120万円

　対象経費の2分の1以内の額で、上限額は
  自立柱建設    
  1台当たり25万円（2台目以降は10万円）

  上記　以外   
   1台当たり20万円（2台目以降は10万円）

防犯灯イメージ 防犯カメライメージ

まちの魅力発信拡大
プロモーション委託料　1,906万円

　町の魅力発信につながるイベントの開催・支援
等を行うもの
  主な事業  　
◦アビスパ福岡志免町応援デー
◦ライジングゼファーフクオカ志免町応援デー
◦ともにともそうプロジェクト点灯式
◦しめフェス

しめフェス（賑わう2025年風景）

第6分団の消防車両更新
第6分団の消防車両の更新費用　1,559万円

  福岡空港環境整備助成事業助成金  　
◦623万円
  緊急防災減災事業債  　
◦930万円（充当率100％、
　70％交付税措置）

吉原公民館、
別府一公民館　改修へ
地域公民館改修事業　1,400万円

　令和9年度の工事発注に向けて各公民館の調査
設計業務を行うもの

のるーと志免
もっと便利に

オンデマンドバス運行事業　8,176万円
（県補助金 500万円、志免町おうえん基金繰入金 210万円）

　初めての人でも利用しや
すくするためパンフレット
を再整備し、利用者の増加
を図り、バス車体広告、バ
ス停ネーミングライ
ツを行うもの

議員 	 ��パンフレットはど
こに配布するのか

答弁 	 ��広報しめまちにて
全世帯へ配布予定 のるーと

リーフレットイメージ

議会
提案

議会
提案
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敬老行事の補助金引上げ
敬老行事補助金　1,101万円

　町内会が実施する敬老行事に対する補助金の単
価を見直し、今後も継続して祝賀会や祝い品の配布
が、できるよう支援するもの

シニアクラブの
活動支援へ

シニアクラブ補助金　212万円

　志免町シニアクラブ連合会及び単位シニアクラ
ブの円滑な事業運営のため、補助金の人数割りを増
額するもの

南小入口交差点改良へ（2工区）
改良工事（2工区）� 9,300万円
信号機移設工事� 800万円
道路灯移設工事（5基）� 250万円

　都市計画道路志免宇美線
の整備により、交通量が増加
する南小入口交差点の改良
工事を行うもの

南小入口交差点

亀山新橋の補修を行います
亀山新橋補修工事　650万円

　生活道路として交通量の
多い路線であり、補修が必要
な橋梁と判断されたため計
画的に補修工事を行うもの

児童等の転落防止へ
転落防止柵の設置工事　1,295万円

　ふたのない水路に転落防止柵がなく、児童等の転
落事故等を未然に防ぐため防止柵の工事を行うも
の（4ヶ所）

現在の亀山新橋

志免84号線 尻高・五郎丸線

水道管の交換・布設を行います
水道管布設替工事�1億7,575万円
水道管布設工事� 9,001万円

　経年劣化した水道管の
交換と耐震化を目的とし
て、水道管の布設替え及び
布設工事を行うもの
◦�石橋台、片峰、志免東3
丁目、王子2丁目、シー
メイト、吉原

片峰布設替え予定地

議会
提案志免福祉公園・

望山荘下広場再整備へ
再整備工事（1工区）� 5,000万円
修景施設工事（芝、ベンチ等）�3,000万円

　福祉公園及び旧望山荘下広場（旧コスモス畑含
む）現状を維持しつつ、利便性の向上を目指し、�
改修・再整備工事を行うもの
議員 	�町民の声を聴く機会を設けているのか
答弁 	�小学生や子育て世代、近隣住民、利用者等

を対象にアンケート調査を実施した。
	 �現在、キリンビールと協業して桜の保全活

動を実施している。当該活動の参加団体は
福岡県内では、久留米市と志免町の2自治体
のみである

広場ゾーンイメージ全体イメージ
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終活プロジェクト
スタート

業務委託料、郵送料　11万円

　「遺影撮影」「終活に関するミニ講話」「エンディン
グノート」を3点セットにした終活に関するイベン
トを開催

子育て世帯
さらに支援

子育て世帯訪問支援事業　54万円

　家事・子育て等に対し不安や負担を抱えた子育て家
庭、妊産婦、ヤングケアラー等がいる家庭と1歳まで
の子どもを養育する家庭にヘルパーを派遣するもの

議員 	�ヘルパー雇用の基準は
答弁 	�ヘルパー資格所有者、�

初任者研修修了者（旧ヘルパー2級資格保持者）

1か月児健診　開始
乳幼児健診事業　1,514万円

　これまでの乳幼児健診(4か月児、1歳6か月児、3
歳児)に加え、1か月児健診を個別で行うもの
　相談会(10か月児)、新生児聴覚検査もこれまで
通り継続

子ども家庭支援員の
増員

要保護児童対策事業　1,260万円

　児童虐待の発生予防、早期発見対応及び家庭への
継続的な相談支援を行い、子ども家庭支援員を1名
増員するもの

◦子ども家庭支援員	 2名
◦�虐待対応専門員　	 1名

専門職1名増員
産前産後サポート事業　1,312万円

　妊産婦に安心して妊
娠・出産・育児ができる
よう相談や支援等のサ
ポートを行う。相談体
制及び専門機関の連携
強化のための専門職を
1名増員するもの

こども誰でも通園制度
はじまる

乳児等通園支援事業　1,023万円

　利用できる施設に町が補助するもの
� ※詳細はP11を参照

こども誰でも通園制度

議会
提案
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町長と議 長の対談
〜 令和8年3月議会を終えて。令和8年   度当初予算及び町政運営について 〜

【
令
和
8
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
】 

丸
山
議
長 

令
和
8
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、

町
長
が
最
優
先
と
位
置
付
け
た
も
の
。
い
わ
ゆ

る
目
玉
予
算
は
。

 
世
利
町
長 

小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
無
償
化

で
す
。
国
が
行
う
小
学
校
給
食
費
無
償
化
に
合

わ
せ
、
志
免
町
独
自
の
施
策
と
し
て
中
学
校
給

食
費
も
無
償
化
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

丸
山
議
長 

小
中
学
校
の
給
食
費
完
全
無
償
化

は
、小
学
校
の
給
食
費
に
は
国
、県
か
ら
の
補
助

が
あ
る
も
の
の
、
一
部
は
町
の
財
源
負
担
が
生

じ
、 

さ
ら
に
、
中
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

全
額
町
負
担
。
そ
れ
で
も“
今
や
る
”と
決
断
さ

れ
た
町
長
の
お
考
え
は
。 

世
利
町
長 

物
価
高
騰
の
中
で
子
育
て
世
帯
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
た
い
と
い
う
思
い
。

「
志
免
町
に
住
ん
で
み
た
い
。
住
み
続
け
た
い
。」

と
言
わ
れ
る
町
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。

　
丸
山
議
長 

子
育
て
世
帯
の
家
計
負
担
の
直
接

的
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
し
や
す
い

町
づ
く
り
の
推
進
と
い
う
点
で
私
も
同
じ
思
い

で
す
。

　
国・
県
補
助
事
業
に
依
存・
追
従
し
て
い
な
い
、

志
免
町
独
自
の
事
業・予
算
は
あ
り
ま
す
か
。 

世
利
町
長 

議
会
か
ら
ご
提
言
の
あ
っ
た
学
校

プ
ー
ル
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
を
、
令
和
８
年

度
か
ら
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

丸
山
議
長 

議
会
と
し
て
も
、こ
の
政
策
を
大
変

意
義
深
い
も
の
と
し
て
受
け
止
め
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
ま
た
教
育
現
場
に
お

い
て
も
、
多
方
面
に
わ
た
り
大
き
な
成
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
財
政
の
持
続
可
能
性
】 

丸
山
議
長 

令
和
８
年
度
は
、過
去
２
番
目
の
予

算
額
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
3
～
5
年
先
の
税

収
の
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
ま
す

か
。

世
利
町
長 

令
和
２
年
度
以
降
、町
税
収
入
額
は

安
定
的
な
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
３
年
か
ら
５
年
程
度
に
お
い
て
も
、
町

税
収
入
は
堅
調
に
推
移
す
る
も
の
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。　

【
今
後
の
中
長
期
的
な
町
の
将
来
像
】 

丸
山
議
長 

人
口
推
計
の
見
通
し
と
目
標
を
ど

の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

世
利
町
長 

志
免
町
の
人
口
は
増
加
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
影
響

を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
数

値
目
標
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り

現
在
の
人
口
規
模
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。　

丸
山
議
長 

志
免
町
の
人
口
分
布
に
は
偏
り
を

感
じ
ま
す
。
学
校
校
区
再
編
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
か
。

世
利
町
長 

校
区
間
の
児
童
生
徒
数
に
差
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
時

点
で
は
直
ち
に
見
直
す
状
況
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
移
動
や
地
域

全
体
の
動
き
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

丸山 卓嗣 議長
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町長と議 長の対談
〜 令和8年3月議会を終えて。令和8年   度当初予算及び町政運営について 〜

【
成
長
基
盤
と
広
域
視
点
】

丸
山
議
長 

志
免
町
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
、
特
に
渋
滞
解
消
の
将
来
像
を
ど
の
よ

う
に
描
い
て
い
ま
す
か
。

世
利
町
長 

現
在
、特
に
効
果
の
高
い
交
差
点
の

改
良
を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、「
の
る
ー

と
志
免
」は
５
台
体
制
を
維
持
し
、利
便
性
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
都
市
計
画
と
公

共
交
通
の
担
当
を
一
つ
に
統
合
し
、
よ
り
総
合

的
な
交
通
政
策
を
推
進
し
ま
す
。　

丸
山
議
長 

町
内
企
業
へ
の
直
接
的
な
支
援
策

や
地
域
経
済
活
性
化
の
具
体
策
は
あ
り
ま
す
か
。

世
利
町
長 

今
年
も
、「
し
め
フ
ェ
ス
」を
イ
オ
ン

モ
ー
ル
福
岡
で
開
催
し
ま
す
。町
内
企
業
に
と
っ

て
は“
町
外
顧
客
へ
の
P
R・販
路
開
拓
”の
絶
好

の
機
会
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
商
品

券「
し
め
P
a
y
」発
行
事
業
を
行
い
ま
す
。
町

内
の
消
費
促
進
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。　

【
危
機
管
理
】

丸
山
議
長 

地
震
や
水
害
と
い
っ
た
近
年
の
自

然
災
害
は
、
予
測
が
難
し
い
状
況
で
す
。
災
害

対
応
力
強
化
に
向
け
た
具
体
策
は
あ
り
ま
す
か
。

世
利
町
長 

最
新
の「
志
免
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」を
こ
の
春
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国・
県
の
方
針
を
受
け
て「
志
免
町
地

域
防
災
計
画
」を
改
定
し
、迅
速
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
志
免

町
道
路
冠
水
対
策
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、冠
水

や
浸
水
被
害
を
な
く
す
た
め
の
工
事
も
順
次
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　【
議
会
と
の
関
係
】

丸
山
議
長 

議
会
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、健

全
な
緊
張
関
係
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
町
長
か
ら
み
た
議
会
の
印
象
は
。

世
利
町
長 

議
会
と
町
は
、
二
元
代
表
制
の
下
、

対
等
で
独
立
し
た
関
係
で
す
。
互
い
に
尊
重
し

な
が
ら
、
健
全
な
緊
張
感
を
持
っ
て
町
政
の
質

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。　　

　
ま
た
、
私
か
ら
み
た
議
会
の
印
象
は
、「
町
議

と
語
る
会
」を
は
じ
め
、「
開
か
れ
た
議
会
」を
目

指
し
て
あ
り
、
町
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
届
け

や
す
い
議
会
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。　

世利 良末 町長

対談を終えて

　普段は議会と執行部として、適度な緊張感と信頼関係
のもと、是々非々で議論を重ねています。
　本日の対談を通じて、立場は違えども志免町の未来を
思う気持ちは同じであることを改めて再認識でき、大変
有意義な時間となりました。
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物価高騰対策として全町民1人当たり1万円を給付
　国から物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金が交付されたため、志免町は
お米券ではなく全員に1人当たり1万円を支援するもの

  総事業費  　◦業務委託料　2,525万円　　　◦支援給付金　4億6,350万円

第1回 町議会（臨時会）　令和8年1月29日

補正予算について

主な繰越明許費について（翌年度に繰り越し使用できる経費）

私立教育・保育施設補助事業�������������  予算額 1億9,359万円
理由：タンポポ保育園の老朽化に伴う改築工事費を令和8年度予算に残額の70%を繰り越すもの

農業用施設維持管理事業���������������  予算額 1,158万円
理由：大塚池の耐震調査を行い、今後の管理の在り方を設計する業務を令和8年度に繰り越すもの

物価高騰子育て応援手当給付事業�������������� 予算額 101万円
理由：�対象者のうち、「令和8年3月に生まれる新生児」等は、4月に申請が見込まれる。4月以降の

申請については、令和8年度に支給する必要があるため繰り越すもの

全員賛成
可決

　3月議会では、令和7年度補正予算を審議し、可決されました
増　減 合　計

一般会計 3億578万円 219億8,287万円
国保会計 ▲1億4, 815万円 40億3,045万円

■歳入の主なもの
　◦地方交付税の普通交付税…… 2億6,537万円の増
　国庫支出金
　◦障害者自立支援給付費負担金……3,825万円の増
　◦保育所運営費負担金………………5,445万円の増
　◦�物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
　　………………………………… 2億7,999万円の増
　県支出金
　◦幼稚園運営費負担金………… 2億9,590万円の減
　◦保育所運営費負担金………………2,722万円の増

■歳出の主なもの
　◦学校体育館空調機設置等事業… 8,159万円の減
　　�小中学校体育館空調設備設置工事に係る契約額

確定のため
　◦地域公民館等改修事業………… 1,518万円の減
　　�水鉛公民館新築工事や別府二公民館調査設計業

務委託の契約が確定したため
　◦妊産婦健康診査委託料…………… 794万円の減
　　妊産婦健診の委託見込みが予定より下回るため

1万円給付に至った経緯は？議員

国からの交付金額は？議員

近隣町はどうか？議員

これまで行った上下水道の減免や、学校給食の減免などもどうかとの案もあったが、
今回は即効性があり全町民が公平に、かつ自由に使うことのできる現金支給を選択した答弁

4億5,599万円。不足分を町が負担した答弁

現時点では須恵町が5千円分の地域商品券、粕屋町が6千円分の地域商品券、
宇美町は現金1万円答弁
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主な条例の改正

「こども誰でも通園制度」が令和8年4月から本格実施
　�「こども誰でも通園制度」が令和8年4月から開始されるため、事業

者の基準や運営ルールを定め、安全で適切な保育環境の確保を図
るための基準を定める条例の制定� （令和8年4月1日施行）

ひとくちメモ

こども誰でも通園制度とは…�親の就労要件を問わず、0歳6カ月～3歳未満の子どもを保育
園や認定こども園に月10時間まで預けられる国の新制度

こども誰でも通園制度の利用料が1時間300円
　�乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の開始に伴い、町立保育園の利用料は

1時間あたり300円とし、町立保育園以外も1時間あたり300円程度標準に徴収予定
� （令和8年4月1日施行）

国民健康保険税率の見直し、子ども・子育て支援 
納付金の新設、課税限度額等の改正
　  保険税率改正  
　　医療分の所得割0.3%増、均等割1万円引き上げ、平等割1万5千円引き上げ

　  子ども・子育て支援納付金分  
　　所得割0.3%増、均等割、平等割を1千円増、18歳以上均等割を70円

　  税制改正  
　　�課税限度額を医療分1万円引き上げ、子ども・子育て支援金分の課税限度額3万円

を新設、軽減対象世帯の範囲を拡充� （令和8年4月1日施行）

水鉛公民館と桜丘五集会所の住居表示を見直し
　�水鉛公民館の位置表記の変更と桜丘五集会所の誤っていた住所表記を修正。地域

施設の適正な管理・利用のため、位置情報の整理を行った� （令和8年4月1日施行）

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

こども誰でも
通園制度

詳細はこちら
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問 

福
岡
市
地
下
鉄
空
港
線
と
J
R

福
北
ゆ
た
か
線
の
接
続
に
つ
い
て
は
、

私
が
令
和
5
年
6
月
議
会
で
質
問
し

た
後
、一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

接
続
促
進
を
目
的
に
設
置
さ
れ

た
期
成
会（
直
方
、
飯
塚
、
宇
美
、
篠

栗
、須
恵
、久
山
、粕
屋
、小
竹
、鞍
手
、

桂
川
、
志
免
）の
要
望
で
、
県
が
基
礎

調
査
を
行
っ
た
。
調
査
後
、
動
か
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
。

答 

地
域
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る
。

地
元
の
市
議
や
県
議
と
の
連
携
で
、
町

長
が
2
駅
設
置
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答 

期
成
会
を
再
度
開
く
よ
う
に
私
の
方

か
ら
申
入
れ
を
し
た
い
。
ま
た
、
浦
田

関
係
の
市
議
や
議
長
に
機
会
あ
る
ご
と

に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

2
0
2
0
年
の
調
査
で
は
、
年
齢
50
歳

時
の
未
婚
の
割
合
が
男
性
28・
25
％
、
女

性
が
17・81
％
。

　

現
在
、
国
や
町
が
行
っ
て
い
る
施
策

は
、出
産
や
子
育
て
支
援
が
中
心
に
な
っ

て
い
て
、
公
的
な
婚
活
、
結
婚
支
援
も
力

を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答 

ふ
く
こ
い
、
福
岡
県
出
会
い・
結
婚

応
援
事
業
を
活
用
し
、
結
婚
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
は
、今
後
の
課
題
。

丸ま
る

山や
ま 

真ま

智ち

子こ 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

答 

実
態
調
査
や
条
例
の
制
定
含
め
、
ま

ず
は
環
境
の
整
備
を
行
い
、
重
視
す
べ

き
課
題
は
い
ち
早
く
発
見
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
町
と
し
て
で
き
る
限
り

子
ど
も
達
の
支
援
は
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

問 

令
和
6
年
度
の
不
登
校
児
童
数
は
。

答 

病
気
や
経
済
的
理
由
以
外
の
不
登

校
生
徒
数
は
、
小
学
校
で
全
体
の
3
・

9
%
、中
学
校
で
全
体
の
7
・
2
%
。

問 

虐
待
と
判
断
さ
れ
た
件
数
は
。

答 
令
和
6
年
度
は
85
件
で
、
身
体
的

虐
待
19
件
、
ネ
グ
レ
ク
ト
が
21
件
、
心

理
的
虐
待
41
件
、性
的
虐
待
が
4
件
。

問 

実
態
把
握
方
法
を
具
体
的
に
。

答 

毎
月
実
施
の
各
校
で
の
生
活
ア
ン

ケ
ー
ト
、
定
期
実
施
の
教
育
相
談
等
。

そ
の
他
友
達
と
の
関
係
性
、
過
去
の

学
校
や
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
提
供

等
。

問 

不
登
校
は
命
の
問
題
。
子
ど
も
本

人
も
保
護
者
も
、
教
員
も
そ
の
つ
ら

さ
は
深
刻
。
今
一
度
、
子
ど
も
の
権

利
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

権
利
侵
害
が
起
き
た
場
合
に
、
子
ど
も

自
ら
声
を
上
げ
ら
れ
る
環
境
整
備
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答 

子
ど
も
の
権
利
相
談
室
が
、
小
学
校

に
訪
問
す
る
出
張
ス
キ
ッ
ズ
や
、
中
学

生
の
居
場
所
リ
リ
ー
フ
が
中
学
校
へ
訪

問
す
る
出
張
リ
リ
ー
フ
を
実
施
し
、
子

ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り
や
、
声
を
聞

く
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
は
行

わ
れ
て
い
る
か
。

答 

現
在
、実
施
し
て
い
な
い
。

問 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
強
化
事

業
に
は
、
早
期
発
見
と
実
態
調
査
、
教
育

関
係
が
連
携
し
研
修
等
に
取
り
組
む
こ

と
に
対
し
、
国
の
財
政
支
援
が
行
わ
れ

る
。
今
後
志
免
町
も
ぜ
ひ
活
用
し
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

答 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
早
期
発
見
が
非

常
に
大
切
で
あ
り
、
早
め
に
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

問 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
は
周
囲
の
さ
り

げ
な
い
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
、
例
え
ば

食
の
保
護
、
確
保
そ
れ
だ
け
で
も
一
つ

の
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
の
で
は
。

答 

保
育
園
や
学
校
で
気
に
な
る
家
庭
に

は
、
町
内
の
子
ど
も
食
堂
の
紹
介
や
利

用
を
促
し
て
い
る
。

問 

2
0
1
0
年
に
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟

が
発
足
し
、
ケ
ア
を
す
る
家
族
に
幅
広

い
公
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
全

国
で
行
政
は
じ
め
社
会
全
体
で
、
ケ
ア

ラ
ー
支
援
が
進
ん
で
い
る
。
わ
が
町
で

も
実
態
の
把
握
や
相
談
体
制
の
充
実
、

そ
し
て
対
応
と
取
組
み
に
町
長
が
一
番

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

ヤングケアラー支援体制
を問う

町長  重視課題はいち早い
発見が大事

安や
す

河こ
う

内ち 

祐ゆ
う

子こ 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す
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だ
が
、
本
町
は
福
祉
課
が
担
っ
て
い
る
。

現
在
の
福
祉
課
窓
口
体
制
は
ど
の
部
分

を
担
い
、
ど
の
部
分
を
今
後
の
課
題
と

認
識
し
て
い
る
か
。

答 

困
難
事
例
の
取
組
、
地
域
自
立
支
援

協
議
会
と
の
協
働
、
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
の
役
割
、
個
別
支
援
会
議
の

招
集・開
催
を
担
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、3
6
5
日
24
時
間

の
相
談
体
制
の
確
立
、
施
設・
医
療
機
関

か
ら
の
地
域
移
行
促
進
の
協
力
体
制
づ

く
り
等
、
地
域
と
対
象
者
を
結
び
付
け

て
い
く
事
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

人
材
確
保
や
財
政
負
担
を
抑
え
る
た

め
、
近
隣
自
治
体
と
広
域
連
携
に
よ
る

障
害
者
相
談
支
援
機
能
の
整
備
に
つ
い

て
協
議
は
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答 

現
在
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
糟
屋
中
南
部
6
町
で
共
同
の

設
置
に
向
け
て
話
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

問 

令
和
6
年
6
月
議
会
で
本
町
に
お

け
る
5
歳
児
健
診
の
必
要
性
に
つ
い

て
質
問
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
保
護

者
の
方
よ
り
発
達
に
不
安
を
抱
え
る

相
談
が
続
い
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
就
学
前
の
切
れ

目
な
い
支
援
体
制
を
構
築
す
る
観
点

か
ら
検
討
す
べ
き
時
が
来
て
い
る
の

ま
た
、
事
業
主
体
の
福
岡
市
と
J
R

が
、
要
望
を
真
剣
に
考
え
て
あ
る
の

か
も
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

問 

2
駅（
志
免
町
、
東
平
尾
）設
置
の

ル
ー
ト
は
志
免
町
に
と
て
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

（
仮
称
）粕
屋
町
仲
原
東・
志
免
別
府
土

地
区
画
整
理
事
業
、
約
32
・
2
ha
が
動

い
て
い
て
2
0
3
3
年
に
は
造
成
工

事
が
完
了
の
予
定
。
こ
う
し
た
動
き
、

で
は
。

答 

志
免
町
で
も
導
入
の
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
令
和
9
年
度
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

問 

5
歳
児
健
診
の
実
施
ま
で
の
空
白
期

間
の
就
学
に
向
け
た
不
安
を
早
期
に
把

町
長 

何
が
一
番
い
い
の
か
、

今
後
の
課
題

結
婚
し
新
生
活
ス
タ
ー
ト

に
応
援
を

問 

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
人
口
減
少
。

日
本
で
は
婚
外
子
の
割
合
は
低
い
た
め
、

結
婚
す
る
人
が
増
え
な
け
れ
ば
、
出
生

数
の
回
復
は
期
待
し
に
く
い
。

　
国
立
社
会
保
障・
人
口
問
題
研
究
所
の

握
す
る
機
会
が
途
切
れ
な
い
か
。

答 

療
育
等
専
門
的
な
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
に
は
、
し
め
っ
こ
相
談
を
案
内
し
、

就
学
前
に
学
校
教
育
相
談
室
の
利
用
を

保
護
者
に
促
し
、
学
校
教
育
課
と
連
携

し
な
が
ら
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
町
内
の
認
可
保
育
園
、
私

立
保
育
園
、
届
出
保
育
所
等
、
町
が
任
用

し
て
い
る
臨
床
心
理
士
が
巡
回
指
導
を

行
い
、
発
達
の
気
に
な
る
子
ど
も
の
支

援
を
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

町
長 

糟
屋
６
町
で
協
議
を

進
め
て
い
る

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を

問 

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と

は
、
総
合
相
談
、
困
難
事
例
対
応
、
人
材

育
成
、
地
域
連
携
の
中
核
を
担
う
も
の

地下鉄2駅設置、
なぜ動かない

5歳児健診の導入
検討すべき

町長  期成会の再度開催を
申入れたい

町長  5歳児健診
しっかり整えたい

小こ

森も
り 

弘ひ
ろ

美み 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

県の基礎調査より

•�「
福
岡
県
障
が
い
者
ア
ー
ト
レ
ン
タ

ル
事
業
」の
活
用
促
進
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

結婚式（イメージ）

5歳児健康診査問診票（こども家庭庁資料）

※問診票は、主にお子さんの世話をなさっている方が記入してください。

1

2

3

4

5

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

　　５歳児健康診査問診票

　

（いいえ・はい）

（はい・いいえ）

片足で5秒以上、立つことができますか。 （はい・いいえ）

ボタンのかけはずしができますか。

（はい・いいえ）

（いいえ・はい）

情
緒
・
行
動

6
目
・
耳
・
発
音

精
神
・

神
経
発
達

３歳児健康診査で異常等を指摘されましたか。 

(前の設問で「はい」と回答した人に対して、）医療機関で精査や治療等を受けましたか。

頭がいたい、お腹がいたい、気持ちが悪いなどと、よく訴えますか。

（いいえ・はい）

聞き間違いが多いですか。

（はい・いいえ）

お手本を見て四角が書けますか。 （はい・いいえ）

はっきりした発音で話ができますか。（カ行・サ行がタ行に置き換わったり、不明瞭な発音
がありませんか。）

（はい・いいえ）

目のことで気になる症状はありますか。

注意しても全く聞かないですか。 （いいえ・はい）

（いいえ・はい）

集団生活では、友達と一緒に遊んだり、行動することができますか。

自分からすすんでよく他人を手伝いますか。（親・先生・こどもたちなど）

一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多いですか。

（はい・いいえ）

（いいえ・はい）

順番を待つことが出来ますか。 （はい・いいえ）

（いいえ・はい）

しりとりができますか。 （はい・いいえ）

じゃんけんの勝ち負けがわかりますか。 （はい・いいえ）

言葉で自分の要求や気持ちを表し、会話をすることがうまくできますか。 （はい・いいえ）

カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくありますか。 （いいえ・はい）

指導内容

特記事項

既
往
歴

運
動
発
達

粗
大
・
微
細

現在の暮らしの経済的状況を総合的にみて、どう感じていますか。
（大変ゆとりがある・ややゆとりがある・普通・やや苦しい・
大変苦しい）

この数か月の間に、ご家庭で以下のことがありましたか。あてはまるものすべてに○を付
けて下さい。

（しつけのし過ぎがあった・感情的に叩いた・
乳幼児だけを家に残して外出した・
長時間食事を与えなかった・感情的な言葉で怒鳴った・
いずれも該当しない）

お子さんが大人同士のけんかや暴力を目撃することはありますか。 （いいえ・はい）

子育てについて気軽に相談できる人やサポートしてくれる人はいますか。 （はい・いいえ）

この地域で、今後も子育てをしていきたいですか。
（そう思う・どちらかといえばそう思う・
どちらかといえばそう思わない・そう思わない）

あなたは、お子さんに対して、育てにくさを感じていますか。 （感じない・時々感じる・いつも感じる）

（前の設問で「いつも感じる」もしくは「時々感じる」と回答した人に対して、）育てにくさを
感じた時に、相談先を知っているなど、何らかの解決する方法を知っていますか。

（はい・いいえ）

子育てにおいて「もう無理」「誰か助けて」と感じたことはありますか。 （まったくない・ほとんどない・時々ある・いつもある）

（いいえ・はい）あなたご自身の睡眠で困っていることはありますか。

あなたはゆったりとした気分でお子さんと過ごせる時間がありますか。 （はい・いいえ・何ともいえない）

お子さんの睡眠で困っていることがありますか。

（はい・いいえ）

（はい・いいえ）

朝食を毎日食べますか。 （はい・いいえ）

友達と協力しあう遊びができますか。（砂で一つの山を作るなど） （はい・いいえ）

外で体を動かす遊びをしますか。 （はい・いいえ）

（いいえ・はい）

健康相談の内容

現在、お子さんのお母さんは喫煙をしていますか。 （なし・あり（１日＿本））

現在、お子さんのお父さん（パートナー）は喫煙をしていますか。 （なし・あり（１日＿本））

（はい・いいえ）

すぐに気が散りやすく、注意を集中できないですか。 （いいえ・はい）

ふだん大人を含む家族で一緒に食事を食べますか。 （はい・いいえ）

保護者が、毎日、仕上げ磨きをしていますか。

（仕上げ磨きをしている（こどもが磨いた後、保護者が仕上
げ磨きをしている）・
こどもが自分で磨かずに、保護者だけで磨いている・
こどもだけで磨いている・こどもも保護者も磨いていない）

ルールに従って遊ぶことが苦手ですか。

生活や遊びの中で特定の物や動作にこだわりが強いと感じますか。

（いいえ・はい）

長い時間でも、落ち着いてじっとしていることができますか。

（いいえ・はい）

生
活
習
慣

親

主
な
養
育
者

や
子
育
て
の
状
況

うんちをひとりでしますか。 （はい・いいえ）

５歳になる前までに受ける予防接種は終了していますか。

テレビやスマートフォンなどを長時間見せないようにしていますか。

寝る直前にテレビや動画を観ますか。
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み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
総
括
を
。

答 

行
政
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
な
課
題

が
多
い
。
住
居
確
保
だ
け
で
な
く
、
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
官
民
連
携
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

　
投
票
率
向
上
に
向
け
た
考
え
を
伺
う
。

答 

行
政
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
に

選
挙
に
行
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
大

事
な
仕
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
フ
ロ
ア
や
イ
オ
ン

モ
ー
ル
等
で
期
日
前
投
票
が
で
き
な
い

か
、今
検
討
し
て
い
る
。

問 

令
和
5
年
4
月
の
統
一
地
方
選
挙

後
、
3
回
の
国
政
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
が
志
免
町
の
投
票
率
は
全
国
平
均

よ
り
5
～
6
ポ
イ
ン
ト
低
い
状
況
で

推
移
し
て
い
る
。

　

本
年
2
月
8
日
投
開
票
の
第
51
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
全
国
平
均
、

福
岡
県
平
均
と
志
免
町
の
小
選
挙
区

の
投
票
率
を
伺
う
。

答 

全
国
が
56
・
26
％
、
県
が
54
・
41
％
、

志
免
町
が
50
・23
％
。

答 

期
日
前
投
票
が
非
常
に
好
調
で
、
投

票
率
も
高
い
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し

て
い
た
が
50
％
そ
こ
そ
こ
で
郡
内
で
も

低
い
方
だ
っ
た
。

　

今
回
の
選
挙
結
果
、
投
票
率
を
受
け

て
、
投
票
率
の
向
上
に
向
け
て
し
っ
か

り
取
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

問 

郡
内
の
他
町
の
選
挙
結
果
の
公
表
の

状
況
を
伺
う
。

で
公
表
す
る
予
定
は
な
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
は
、
次
の

選
挙
か
ら
行
い
た
い
と
は
思
っ
て
い
る
。

問 

選
挙
の
投
票
率
が
低
い
こ
と
は
、
志

免
町
の
行
政
課
題
で
あ
る
。

　
総
合
計
画
の
基
本
目
標
6「
住
民
と
行

政
が
と
も
に
創
る
ま
ち
」の
施
策
17
︲
2

に
は
、「
選
挙
管
理
委
員
会
の
適
正
な
運

営
と
各
種
選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行
を

行
う
と
と
も
に
、
投
票
率
向
上
に
向
け

た
啓
発
を
行
い
ま
す
」と
あ
る
。

岩い
わ

下し
た 

多か
ず

絵え 

議
員

稲い
ね

永な
が 

隆た
か

義よ
し 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

問 

地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
と
共
に
支

え
合
い
住
み
慣
れ
た
所
で
生
き
が
い

を
感
じ
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
町
、
支
援
体
制
は
万
全

か
。
高
齢
者
の
単
身
世
帯
は
年
々
増

加
傾
向
、
一
方
、
介
護
や
医
療
の
現
場

で
は
人
手
不
足
が
深
刻
。
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
に
は
自
助・
互
助
が
重

要
。住
民
へ
の
啓
発
は
具
体
的
に
何
か
。

答 
地
域
で
の
見
守
り
活
動
の
重
要
性
、

活
動
事
例
紹
介
、
助
言
、
高
齢
福
祉
の

出
前
講
座
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
内
会
へ
の
見
守
り
リ
ス
ト
を
提
供
。

問 

過
去
の
質
問
に
お
い
て
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
必
要
性
の
検
討
は
。

答 

令
和
8
年
度
に
終
活
講
座
を
予
定
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
配
布
も
予

定
。

問 

最
期
を
ど
う
生
き
る
か
、
自
分
と

向
き
合
う
よ
い
機
会
。
専
門
家
に
よ
る

講
座
、
認
知
症
対
策
と
の
統
合
、
公
民
館

で
の
多
世
代
間
交
流
の
ツ
ー
ル
等
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
に
つ
な
が
る
。

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し
育
て
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

　
専
門
家
や
民
生
委
員・
児
童
委
員
等
の

シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答 

認
識
は
し
て
い
る
。
公
的
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
見
守
り
も
困
難
。
医
療
、
介
護

専
門
職
の
連
携
強
化
に
取
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
。

問 

単
身
高
齢
者
の
増
加
が
進
み
、
住
ま

い
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
る
。
町

内
で
住
み
替
え
を
希
望
し
た
が
、
高
齢

を
理
由
に
賃
貸
契
約
を
断
ら
れ
、
や
む

な
く
町
外
へ
転
居
し
た
と
の
話
を
耳
に

す
る
。
町
と
し
て
認
識
し
て
い
る
か
。

答 

高
齢
者
の
住
居
問
題
は
一
番
大
き
な

問
題
と
認
識
し
て
い
る
が
解
決
策
は
不

十
分
。
町
と
し
て
も
課
題
に
取
組
む
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

問 

住
ま
い
探
し
、
家
主
と
の
調
整
、
入

居
後
の
見
守
り
等
は
ど
こ
に
相
談
を
す

れ
ば
い
い
の
か
。

答 

民
間
の
不
動
産
事
業
者
等
の
相
談
窓

口
、
福
岡
県
指
定
の
居
住
支
援
法
人
、
自

立
相
談
支
援
事
務
所
な
ど
を
紹
介
。
見

守
り
支
援
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
町

の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、
調
整
、
民

生
委
員
等
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
情
報
共
有
。

問 

高
齢
者
に
は
難
し
い
。
安
心
し
て
相

談
で
き
る「
住
ま
い
の
窓
口
」設
置
へ
の

考
え
は
。

答 

現
時
点
で
設
置
の
考
え
は
な
い
。

問 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
志
免
だ
か
ら
こ

そ
官
民
連
携
が
容
易
。
町
が
目
指
す
住

生涯安心して暮らせる
町実現へ

町長  官民連携の推進が
今後の課題

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

健やかでやさしく支え合うまち
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問 

志
免
町
の
投
票
率
は
糟
屋
郡
内
の

他
町
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

答 

良
い
の
は
新
宮
町
の
59
・
12
％
と

久
山
町
の
58
・
96
％
で
、
志
免
町
は
下

か
ら
2
番
目
。

問 

福
岡
県
の
衆
議
院
選
挙
区
は
11
選

挙
区
で
、
投
票
区
は
74
区
あ
り
、
志
免

町
の
投
票
区
別
投
票
率
は
68
位
で
あ

る
。

　
こ
の
結
果
の
評
価
を
伺
う
。

答 

志
免
町
と
須
恵
町
以
外
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

問 

公
職
選
挙
法
第
6
条
の
第
2
項
に
、

「
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙

の
結
果
を
選
挙
人
に
対
し
て
速
や
か
に

知
ら
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
あ
る
。

　
公
表
の
予
定
を
伺
う
。

答 

ど
の
町
も
公
表
期
間
は
2
週
間
程
で
、

開
票
結
果
を
今
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

問 

志
免
町
の
学
校
ご
と
の
児
童
生
徒

数
は
、
差
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
通

学
距
離
や
安
全
性
の
対
応
な
ど
、
校

区
割
り
が
抱
え
る
課
題
は
多
い
。
小

中
学
校
の
校
区
割
り
は
、
い
つ
を
基

準
に
設
定
さ
れ
た
の
か
。

答 

昭
和
55
年
4
月
か
ら
校
区
割
り
の

基
本
的
な
構
成
に
変
更
な
い
。

問 

校
区
割
り
に
関
し
て
、
保
護
者
や

地
域
か
ら
要
望
は
寄
せ
ら
れ
て
な
い

か
。

答 

保
護
者
や
地
域
か
ら
校
区
割
り
に

間
し
て
意
見
や
要
望
は
な
い
。

問 

現
在
学
校
ご
と
の
児
童
数
、
各
学

校
単
位
で
偏
り
が
生
じ
て
い
る
。
何

名
で
学
級
数
は
。

答 

児
童・生
徒
数
は
、学
校
ご
と
に
差

が
見
ら
れ
る
。
志
免
中
央
小
9
1
9

人
47
学
級
、
志
免
西
小
１
，
０
４
７
人

46
学
級
、
志
免
東
小
５
１
２
人
27
学
級
、

志
免
南
小
４
０
３
人
17
学
級
、
志
免
中

９
９
７
人
35
学
級
、
志
免
東
中
４
４
９

人
23
学
級
と
な
っ
て
い
る
。

問 

国
は
基
準
規
模
の
定
義
が
あ
り
、
学

答 

シ
ー
メ
イ
ト
へ
の
遊
具
設
置
が
可
能

か
検
討
を
お
こ
な
っ
た
が
、
場
所
の
確

保
が
困
難
の
た
め
、
今
後
遊
具
の
入
替

え
や
広
場
の
改
修
を
行
う
際
に
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設
置
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
を
行
う
。

問 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
、
今
後
検
討

を
さ
れ
る
の
か
、町
長
に
伺
う
。

答 

ぜ
ひ
と
も
検
討
し
、
町
挙
げ
て
障
が

い
に
関
わ
ら
ず
い
ろ
ん
な
方
が
利
用
で

き
る
場
所
の
提
供
は
し
て
い
き
た
い
。

校
教
育
法
施
行
規
則
第
41
条
で
小
学
校

は
12
か
ら
18
学
級
以
下
を
基
準
と
す
る

と
な
っ
て
お
り
、
望
ま
し
い
学
校
規
模
、

配
置
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
対
策
と
し

て
通
学
区
域
の
見
直
し
や
学
校
選
択
制

導
入
を
明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
考

え
を
。

答 

将
来
的
に
は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
校

区
編
成
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
校

区
割
り
に
つ
い
て
は
注
視
す
る
。

町
長 

ぜ
ひ
と
も
検
討

し
提
供
し
た
い

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の

検
討
は

問 
令
和
3
年
の
一
般
質
問
で
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
に
つ
い
て
、
検

討
す
る
と
答
弁
を
い
た
だ
い
て
約

3
年
が
経
過
し
た
。
検
討
結
果
は
。

小中学校の校区割りの
見直しを

町長  将来的には変わる
可能性もある

藤ふ
じ

瀬せ 

康や
す

司し 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

投票率向上のための
選挙行政は

町長  選挙に行き易い
環境作りに取組む

明るい選挙ポスター（南小  作本さん）

小中学校生徒・学級数

志免中央小 919人 47学級 過大規模校
志免西小 1,047人 46学級 過大規模校
志免東小 512人 27学級 大規模校
志免南小 403人 17学級
志免中 997人 35学級 過大規模校
志免東中 449人 23学級

※25学級以上：大規模校、31学級以上：過大規模校

小学校

中学校

文部科学省　学校教育法施行　小中学校基準12～18学級

春日公園のインクルーシブ遊具
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ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
は
、50
年
以
上
続
い
た

町
民
大
運
動
会
を
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
見
直
し
、

地
域
交
流
や
健
康
増
進
な
ど
5
つ
の
目
的
の
も

と
再
構
築
さ
れ
た
事
業
。
２
０
２
５
年
は
来

場
者
が
約
３
，
０
０
０
人
と
前
年
よ
り

１
，
０
０
０
人
増
加
し
、「
つ
な
が
ろ
う
志
免
」

と
連
携
し
た
飲
食
や
体
験
企
画
に
よ
り
、賑
わ

い
が
創
出
さ
れ
た
。

　
ミ
ニ
ミ
ニ
大
運
動
会
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
子
ど
も
向
け
遊
具
な
ど
多
彩
な

内
容
で
交
流
が
広
が
る
一
方
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
利
用
が
伸
び
な
か
っ
た
点
や
、町
内
会
参
加

の
少
な
さ
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
開
催
で
は
、
ま
ず
、
皆

が
楽
し
い
と
思
え
る
企
画
を
提
案
す
る
こ
と
が

大
事
。
そ
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ

推
進
員
の
方
々
と
共
に
議
会
も
率
先
し
て
協
力

し
、益
々
盛
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
た

め
の
活
発
な
意
見
交
換
と
な
っ
た
。

　
文
化
祭
は
、
令
和
5
年
度
か
ら
7
年
度
ま
で
町

民
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
た
め
シ
ー
メ
イ
ト
で
商

工
ま
つ
り
と
合
同
開
催
さ
れ
て
き
た
。
令
和
8
年

度
は
商
工
会
と
協
議
の
う
え
町
民
セ
ン
タ
ー
で
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
7
年
度
の
主
な
内
容
は
、
芸
能
発
表
、
美

術
展
、
商
工
ま
つ
り（
特
設
出
店
）。
芸
能
発
表
で

は
太
鼓
や
コ
ー
ラ
ス
、
よ
さ
こ
い
な
ど
多
様
な
団

体
が
出
演
し
、
美
術
展
で
は
写
真
や
絵
画
、
生
け

花
な
ど
幅
広
い
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
商
工
ま
つ
り
で
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
ス
テ
ー
ジ

企
画
、
自
衛
隊
ブ
ー
ス
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
会
場

の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
成
果
と
し

て
、
芸
能
発
表
や
美
術
展
を
通
じ
て
町
民
が
文
化

や
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
が
図
ら
れ
、
特
設

出
店
で
は
交
流
促
進
や
新
た
な
発
見
の
場
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

委
員
会
よ
り

◦�

来
場
者
を
増
や
す
に
は
、

の
る
ー
と
の
臨
時
便
を

出
す
な
ど
交
通
手
段
の

確
保
が
必
要

◦�

高
齢
者
や
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
へ
参
加
し
や

す
い
配
慮
を

　
一
方
、
会
場
が
町
民
セ
ン
タ
ー

に
戻
る
こ
と
で
、
シ
ー
メ
イ
ト
開

催
時
よ
り
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
る

た
め
、
ブ
ー
ス
配
置
や
動
線
の
工

夫
が
課
題
。
役
場
玄
関
前
の
活
用

な
ど
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
商
工
会
と
連
携

し
今
後
整
理
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

　

委
員
会
よ
り

　
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら

な
る
活
用
に
向
け
、返
礼
品
と

し
て
望
ま
れ
る
内
容
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
と
の
意
見
が
出
た
。
ま
た
、

商
工
ま
つ
り
の
ブ
ー
ス
を
活
用

し
、ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

P
R
を
行
う
こ
と
で
、
来
場
者

へ
の
周
知
と
地
域
産
品
の
魅
力

発
信
に
つ
な
げ
る
べ
き
。

　

さ
ら
に
、
休
日
に「
の
る
ー

と
志
免
」を
運
行
す
る
な
ど
、

町
外
か
ら
の
来
場
者
に
配
慮
し

た
交
通
手
段
の
確
保
や
駐
車
場

対
策
の
必
要
性
も
指
摘
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
で
町
の
賑
わ
い
を

文
化
祭
、
令
和
８
年
度
は
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催​

総務文教常任委員会​ 開催日　1月28日、3月3日​

スポーツフェスタ2025チラシ

キッズアスレチック

芸能発表（コーラス）

商工まつり（しめたもん・シメッチャ）

ミニミニ大運動会（玉入れ）

しめ議会だより◦第116号（令和8年5月1日）しめ議会だより◦第116号（令和8年5月1日） 1616

しめまち委員会レポート



先
進
地
視
察　

２
月
４
日
、
５
日

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

【
沖
縄
県
北
谷
町
】 

ま
ち
づ
く
り
の
工
夫

　
都
市
計
画
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
研
究
を
行

う
た
め
、北
谷
町
美
浜
地
区
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
を
視
察
。
行
政
と
民
間
が
協
力
し
、
同
地
区

の
整
備
に
あ
た
り
、「
誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る
場

所
」「
県
民
の
憩
い
の
場
を
つ
く
る
」と
い
う
明
確

な
コ
ン
セ
プ
ト
が
示
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
お

け
る
理
念
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

【
沖
縄
県
北
中
城
村
】 

健
康
づ
く
り
の
取
組

　
健
康
増
進
や
フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る
施
策

を
調
査

◦�

住
民
主
体
の「
通
い
の
場
」に
よ
る
交
流
促
進

◦�

行
政
、
観
光
協
会
、
企
業
が
連
携
し
た「
き
た

な
か
ぐ
す
く
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」

　
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
先
進
的
な
取

組
み
が
行
わ
れ
お
り
、
健
康
長
寿
施
策
の
推
進

に
向
け
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

厚生建設常任委員会

　
県
道
68
号
線
の
慢
性
的
な
渋
滞
緩
和
や
歩

行
者
の
安
全
確
保
、
さ
ら
に
志
免
町・
宇
美

町
と
福
岡
市
方
面
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
の
た
め
、「
志
免
宇
美
線
」の
整
備

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

整
備
状
況

　
志
免
町
区
間
の
用
地
買
収
は
約
98・
9
％

と
高
い
進
捗
率
。
取
得
済
み
区
間
か
ら
順
次

工
事
を
実
施
。

　
た
だ
し
、完
成
時
期
は
当
初
の
予
定
よ
り

遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、そ
の
た
め
志
免
町

は
宇
美
町
と
連
携
し
、建
設
促
進
期
成
会
を

設
立
。
国・
県
へ
の
要
望
活
動
や
地
元
負
担

金
の
拠
出
、用
地
交
渉
へ
の
協
力
を
行
っ
て

い
る
。

交
通
量
増
加
を
見
据
え
た
対
策

◦�
迎
田
南
交
差
点
：
改
良
及
び
信
号
設
置
が

完
了

◦�

南
小
交
差
点
：
2
か
年
計
画
で
整
備
中

（
右
折
レ
ー
ン
設
置
等
）

　

委
員
会
よ
り

　
今
後
も
広
域
的
な
視
点
を
持
ち
、関
係

機
関
と
連
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開催日　1月21日、2月17日、3月3日
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迎田南交差点改良完成
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北谷町視察の様子

北中城村視察の様子
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　2月20日熊本県大津町の大
津運動公園を視察し、天然芝・
人工芝グランドや大規模体育
館など、スポーツ振興の拠点
として多様な活用がされてい
る施設運営を学んだ。指定管
理者制度や企業版ふるさと納
税の活用など、民間ノウハウ
を取り入れた管理運営の手法
について確認した。

　委員会では、単なる運動施設ではなく町内外から人が集まる
仕組みづくりが、今からの施設整備・運営の重要な指針であると
の認識で一致した。
　今後、4月に素案作成、5月に提言書完成、6月議会初日までに
提出することに決定。

シーメイト調査研究特別委員会 開催日　1月29日、
2月20日、3月3日

◦�志免町議会 年末感謝
について

　令和7年12月13日、「志免町
議会 年末感謝祭 ～志免吹奏楽
団25周年記念 議場コンサート
～」を開催。
　招待者67名のうち63名から
アンケート回答をいただいた。
　アンケート結果は、「大満足・
満足」が93%と非常に高く、多
くの方にご好評をいただいた。

◦�志免町議と語る会につ いて
　令和8年4月18日に開催予定 の「志免町議と語る会」について協議を行った。
　今回のテーマは「志免町議会 について～改革の軌跡～」とし、参加者がグルー
プに分かれて意見交換を行う 形式で実施予定。

◦議員報酬について
　議員報酬については、今後さ らに活動報告の充実及び質の向上を図っていく
方向で進めていくことを確認 した。

 議会改革特別委  員会 開催日　1月29日・3月3日

岬町視察の様子

大津町天然芝グランド

大津町体育館

◦財政に関する勉強会の実施
　令和8年度当初予算に向け、審査の精度向上を目的として、経
営企画課のレクチャーのもと勉強会を実施した。
　勉強会では、質問の多かった交付税・交付金・実質公債費率に
ついて再度説明を受け、交付金については「新型コロナウイルス
感染症対応地方創生臨時交付金」及び「物価高騰対応重点支援地
方創生臨時交付金」を例に理解を深めた。
　また、基金の構成や町の保有額、近年の財政調整基金の推移に
ついて説明を受け、現在の基金保有額は、大規模災害等の例外を
除き、財政規模に対して適正な水準であることを確認した。
　今後は、決算審査においてアウトプットからアウトカムへの
流れを重視するとともに、新年度予算では決算時の指摘事項の
反映状況やアウトカムの設定、目標の妥当性に着目し、審査の精
度向上を図る。

予算常任委員会 開催日　1月28日、3月3日

　会期は、3月6日から19日ま での14日間とする。
　一般質問は6名、議案付託は 14議案。
　第16号議案の『福岡県市町村 職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数
の減少及び規約の変更につい て』は、付託を省略し、初日に採決を行う。
　最終日に、人事案件1件が、 提案される。

議会運営委員会 開催日  1月29日、2月9日、2月17日、3月2日

◦令和8年　第2回 定例会（3月議会）

入れ　大阪府　岬町議会

大満足・満足　　普通　　記載なし

93%

2% 5%
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◦�志免町議会 年末感謝
について

　令和7年12月13日、「志免町
議会 年末感謝祭 ～志免吹奏楽
団25周年記念 議場コンサート
～」を開催。
　招待者67名のうち63名から
アンケート回答をいただいた。
　アンケート結果は、「大満足・
満足」が93%と非常に高く、多
くの方にご好評をいただいた。

◦�志免町議と語る会につ いて
　令和8年4月18日に開催予定 の「志免町議と語る会」について協議を行った。
　今回のテーマは「志免町議会 について～改革の軌跡～」とし、参加者がグルー
プに分かれて意見交換を行う 形式で実施予定。

◦議員報酬について
　議員報酬については、今後さ らに活動報告の充実及び質の向上を図っていく
方向で進めていくことを確認 した。

 議会改革特別委  員会

  テーマ
 「議会改革関連について」  

　志免町の議会改革の取り組
みについて説明を行った。そ
の後、質疑応答及び情報交換を
行い、有意義な視察受け入れと
なった。

 3月議会を振り返って 
　令和8年度は、これまで志免町議会が提言し取り組んできた施策が本
格的に動き出す節目の年となりました。
　町内すべての小中学校体育館へのエアコン設置が完了し、3月より稼
働してます。また、小中学校プール授業の民間委託も4月から全校一斉
にスタートしました。いずれも議会が粘り強く提言してきた成果です。
　さらに、小中学校給食費の完全無償化も令和8年度予算に盛り込まれ
ました。国の小学校給食費無償化に合わせ、中学校給食費も志免町独
自で無償化するもので、物価高騰が続く中、子育て世帯の負担軽減と
子育てしやすいまちづくりにつながる大きな一歩となります。
　令和8年度は、多くの施策が動き出す意義深い一年です。議会として
も、これらの取り組みを志免町の未来につながる成果へと結びつけて
いきたい想いです。

議長　
丸山 卓嗣

議員研修報告
 テーマ 

「防災と議員の役割」
● �過去の災害の教訓をこれからに活
かすために

●�平時の防災と議員の役割
●�災害時における議会の対応と取組
●�災害時、復旧・復興期の議員の役割
講　師
　大阪公立大学大学院文学研究科
　准教授：菅野 拓 氏
　�跡見学園女子大学観光コミュニティ学部
まちづくり学科　教授：鍵屋 一 氏
　防災企業連合関西そなえ隊
　幹事：湯井 恵美子 氏
　秋田県秋田市議会
　議員：見上 万里子 氏
日時・会場
　令和8年1月13日（火）～1月14日（水）
　全国市町村国際文化研修所
防災対策に関連する諸課題や議会・
議員の果たすべき役割について学び
ました。
参加議員　牟田口 武史・佐藤 貴士

 テーマ 
「人口減少における地域の課題」
●人口減少のメカニズムと地方創生
●人口減少社会においての取組
●地域の課題解決に向けて
講　師　熊本大学副学長・研究開発戦略本部
　　　　教授：金岡 省吾 氏
　　　　�熊本県八代市経済文化交流部商工政策課雇用創

生係　係長：鶴山 朋子 氏
日時・会場　�令和8年2月2日（月）～2月3日（火） 

全国市町村国際文化研修所
人口減少における地域の課題や自治体での問題解決に
向けた方策を学びました。
参加議員　牟田口 武史・佐藤 貴士

 テーマ 
「自治体財政の見方～健全化判断比率を中心に～」
●自治体の財政運営と議員の役割
●自治体財政を診る
●財政指標分析に関するグループ演習
●今後の健全な行財政運営に向けて
講　師　関西学院大学専門職大学院経営戦略研修科
　　　　教授：稲沢 克祐 氏
　　　　有限責任監査法人トーマツ  パートナー
　　　　公認会計士：小室 将雄 氏
日時・会場　�令和8年2月5日（木）～2月6日（金） 

全国市町村国際文化研修所
地方公共団体の財政の健全化判断比率を中心に自治体
財政の見方を学びました。
参加議員　牟田口 武史

　会期は、3月6日から19日ま での14日間とする。
　一般質問は6名、議案付託は 14議案。
　第16号議案の『福岡県市町村 職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数
の減少及び規約の変更につい て』は、付託を省略し、初日に採決を行う。
　最終日に、人事案件1件が、 提案される。

議会運営委員会
◦令和8年　第2回 定例会（3月議会）

◦視察受け

日　程 件　名
12月 18日 志免宇美線要望活動

21日 町民センター開館記念式典
1月 8日 シニアクラブ連合会新年会

9日 町村議会議員研修会（web受講）
11日 消防団出初式
11日 町内会連合会新年挨拶会
11日 成人記念式典
15日 福岡都市圏議長会視察研修（15～16日）
19日 介護保険広域連合粕屋支部運営協議会
20日 町村議長会理事会
22日 糟屋地区議長協議会

日　程 件　名
1月 23日 志免町商工会賀詞交歓会

27日 糟屋地区歴代議長会
30日 糟屋地区正副議長・事務局職員合同意見交換会

2月 4日 厚生建設常任委員会視察研修（4～5日）
9日 粕屋南部消防組合議会議会運営員会打合せ

18日 町村議会議長会総会
19日 宇美町志免町衛生施設組合議会
19日 粕屋南部消防組合議会議会運営委員会
20日 シーメイト調査研究特別委員会視察研修
24日 粕屋南部消防組合議会
27日 自治会館組合議会

議長活動報告   令和7年12月～令和8年2月  
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しめ議会だより

編　集　後　記

　議会広報常任委員長として4年目を
迎える今年、議会広報を通じて町民の
皆様に議会活動や志免町の課題につ
いて関心を持っていただき、身近に感
じていただけるよう、工夫を凝らして
編集してまいりました。議員として
残り1年の任期となりますが、これか
らも皆さまに親しまれる広報を目指
してまいります。

荒牧 裕樹

委　員　長　荒牧 　裕樹
副 委 員 長　小森 　弘美
委　　　員　丸山 真智子　　　佐藤 　貴士　　　稻永 　義美
　　　　　　野中 　秀樹　　　藤瀬 　康司　　　安河内 祐子
発行責任者　議長　丸山　卓嗣

議会広報常任委員会

　令和7年2月にご逝去され
た、牛房良嗣議員（享年93歳）
が1周忌を迎えられました。
亡き牛房議員のお人柄を偲び、
7期26年（生涯現役）の功績を
改めて称えたいと思います。

　100回を超える一般質問はまさに、議会へ
の情熱を物語っています。常に町民目線に立
ち行動してこられた牛房議員に習い、私たち現
役議員も町民の皆様が「住んでよかった志免町
に」と思っていただけるよう、これからも“チー
ム議会”で動いてまいります。これまでのご指
導ご鞭撻、本当にありがとうございました。

後輩議員より

会社員を引退後、議員になると言われたときは？

当時も大変嬉しかったし、毎回の当選も嬉しかったですが、
最後の7期目当選時だけは心配いたしました。

議員の妻として良かったと思うことは？

町民の方から色々相談があると、すぐ動く行動力があった
ところ。町のためにお役に立てていることが、妻としても
嬉しかったです。

これからの議会に望まれることは？

町民と接点が多い議会であってほしいと思います。

京子さま（奥様）へのインタビュー

議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。
ぜひお越しください。ぜひお越しください。

手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。詳細は議会事務局までお問い合わせください。手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。詳細は議会事務局までお問い合わせください。

お気軽に傍聴にお越しください。お知らせ 6月5日予定
次回の定例会は

TEL 935-1262　FAX 935-7070TEL 935-1262　FAX 935-7070
メールアドレス　gikai@town.shime.lg.jpメールアドレス　gikai@town.shime.lg.jp 議会事務局は町役場4階です。議会事務局は町役場4階です。

牛房議員の一般質問

自治功労表彰を代理受賞される京子夫人

祝！ ７期目当選

1周忌
を迎えられた牛房議員を偲んで1周忌
を迎えられた牛房議員を偲んで

令和6年12月議会
一般質問動画


